
疾病予防のための発症リスク検査

　  将来の脳梗塞・心筋梗塞の
発症を評価する新バイオマーカー

(ロックス・インデックス)

LOX-index  は株式会社プリメディカおよび国立循環器病研究センターの共同所有登録商標です。



その原因のひとつが脂質異常症であり、近年、頸動脈エコー、MRIなどの精密検査で現状を精査できるようになってきました。
しかし、将来にどの程度の疾患リスクを抱えているのかを予測できる有効なバイオマーカーは存在しませんでした。

　従来よりアテローム性動脈硬化の進展には脂質異常症が関与されているとされていましたが、LDLが血管内に入り込む
メカニズムは十分に解明されていませんでした。しかし、国立循環器病研究センターでの研究によって、酸化(変性)LDLが
LOX-1という受容体を介して血管内皮障害を引き起こすというメカニズムが解明されました。
　これにより、動脈硬化の発生・進展を早期の段階から捉えることが可能になってきたのです。

　LOX-index は、血液中のLOX-1と結合する酸化(変性)LDL等の値と血中に放出されたsLOX-1の値から算出された指標です。
日本人約2,500名を対象とした約11年間のコホート研究（吹田スタディ）の結果から、LOX-index が高い場合、低値群に比べて
脳梗塞発症率でオッズ比約3倍、心筋梗塞発症率でオッズ比約2倍となることがわかりました。これにより、LOX-index が
動脈硬化に関連する脳梗塞や心筋梗塞のリスクマーカーとして利用できる可能性が高まりました。

ー新しい時代の血液検査ー
将来の脳梗塞・心筋梗塞の発症リスクを表すバイオマーカー

約3倍 約2倍のリスク

※1･･･NATURE vol386 6MARCH 1997 73-77　※2 Clinical　Chemistry 56:4

　脳梗塞(第４位)・心筋梗塞(第２位)は日本人の主要な死因です。(厚生労働省 平成25年 人口動態統計の概況より)

　LOX-1は、国立循環器病研究センターで発見された、酸化(変性)LDLの受容体です。
そのLOX-1と酸化(変性)LDLを掛け合わせた指標であるLOX-index   は脳梗塞・心筋梗塞の発症リスクを表す新しいバイオマーカーです。

※1

※2
Ⓡ

Ⓡ

Ⓡ

Ⓡ

(ロックス・インデックス)

■LOX-index® と疾患リスク
〈脳梗塞発症との関係〉 〈心筋梗塞発症との関係〉

LOX-index® の値が高いと
発症率が3倍

LOX-index® の値が高いと
発症率が2倍



LOX-index   を測定することで、将来の脳梗塞・心筋梗塞のリスクを予測します。
これは必ずしも現在の疾患の状態を反映しないので、診断補助の検査目的で使用するものではありません。

利用方法例と導入のメリット

受診後のリスク対応
リスク評価のコメントを記載し、
受診後の対応を記載したチャート
があります。リスクの段階に応じ
た対応フローが記載されています。

詳細な報告書コメント
検査項目毎に、前回値データが時系列
(過去3回)で表示されています。結果に
合わせた生活習慣の改善に繋げるため
の詳細なコメントが記載されています。

報告書例イメージと特長 
総合評価グラフでは、検査データを色分
けしてデータをプロットしています。
総合評価コメントは独自のアルゴリズム
によって決定され受診者のリスクの状態を
わかりやすく説明しています。

受診後に詳細な結果報告書をお届けします

＜ メ リ ッ ト ＞
採血のみで簡易的に実施可能。未病の段階からリスクを予測し、生活習慣改善への意識づけに。
動脈硬化の進展を初期段階から捉えることで早期発見・早期治療を開始できる。

＜利用方法例＞
人間ドック・脳ドックのオプション検査項目として
動脈硬化ドック・心臓ドック・三大疾病コース等のコースへの組み込み

画像診断検査
MRA/MRI/CT等

伝播脈波検査
心・頸動脈エコー等

一般生化学検査

未病 動脈硬化進行中 発病可能性大／発病後

Ⓡ
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検査概要

sLOX-1
血液中に遊離している可溶性LOX-1を測定します。
2種類の抗LOX-1抗体（モノクロナール抗体）を用いたCLEIA法で測定します。

LAB
受容体LOX-1に結合する酸化(変性)LDL等の量を測定します。
組換え型LOX-1と、抗アポリポ蛋白B抗体   (モノクロナール抗体)を
用いたBioassay法です。この方法は国立循環器病研究センターに
おいて考案された方法で、この方法を基にCLEIA法で測定してい
ます。

受託連絡先

( soluble Lectin-like oxidized LDL receptor -1)

( LOX-1 ligand containg apoB )

所要日数

保存 ( 安定性 ) 

検体量 (mL)

EDTA-2K 採血管

区分 

備考 

検査方法 

容器

凍結保存 ( -２０°C )  ( 2 週間 )

研究用検査

CLEIA 法

sLOX-1 LAB

血漿 0.5mL以上

検査項目 LOX-index   (sLOX-1×LAB)Ⓡ

検体受領から８～１４日


